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当組合は第75回通常総会を ５月26日（水）札幌
市「共済ホール」において開催いたしました。
総会はご案内の通り多くの組合員からの書面議

決書を頂き（654通）、無事総会が成立するととも
に、令和 ２ 年度の事業報告、剰余金処分案及び、令
和 ３ 年度の事業計画などの提出議案がすべて原案
通り可決承認されました。なお、来賓の方々につき
ましても昨年同様に出席をご遠慮いただきまし
た。
開会に当たり、山口哲朗組合長は挨拶に立ち

「本来であれば多くの組合員の皆様にご出席をい
ただき通常総会を開催するところでありますが、
新型コロナウイルス感染症は、国内での発生から
一年以上が経過した今も感染拡大の猛威はさらに
増し終息時期が見通せなく、現在は感染防止対策
として政府による「まん延防止重点措置」や「緊

急事態宣言」が発出されている状況にあります。こ
の度の通常総会に於きましても昨年同様、感染症
の拡大防止に鑑み、組合員の皆様方には事前に書
面による議決権行使の推奨をご案内申し上げ、会
場への出席を控えていただき組合員の健康と安全
を第一に考えたところであります。組合員の皆様方
におかれましては改めて、常日頃より組合事業に対
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し特段のご協力とご支
援を賜っておりますこ
とに深甚なる謝意を表
する次第であります。
昨年の北海道の酪農

情勢は一年を通じて大
きな自然災害はなく、
一番草の収穫時期に降
雨による収穫遅れが
あった地域もありまし
たが総じて良好であり、デントコーンは台風などの
影響もなく広域にわたり二年連続で適期収穫がな
された結果、良質な生乳の生産ができたことに合
わせて、組合員をはじめとする酪農家と関係機関
の努力によりまして二年連続の400万トン越えの過
去最高を更新し、我が国の生乳生産基地として大
きな役割を果たすことができました。一方、我が国
の農業を取りまく国際環境は、大型の自由貿易協
定が動き出し農業への影響が懸念されるなかで、
安定した乳価と生乳生産量の増加によって酪農家
経済は好調な一年でありました。
当組合の令和 ２ 年度の事業につきましては、新

型コロナウイルス感染症の影響で事業計画骨子の
３ 割程度が中止せざるを得ない状況となるなかで、
当組合の基幹事業である日本ホルスタイン登録協
会北海道支局の委託による登録事業は直接的な影
響はなかったものの、審査業務並びに家畜市場と
流通斡旋の経済事業においてはコロナ禍による不
安から審査の見合わせがあり、一時的に個体価格
の下落もありましたが、計画以上の実績を上げるこ
とができ、決算においては剰余金を1,000万円とし、
組合員の配当金を ３ ％とする実績を上げることが
できました。これもひとえに組合員各位と関係機
関・団体の格別なるご支援とご協力の賜物と厚くお
礼申し上げる次第であります。
また、令和 ３ 年度の事業計画といたしましては、

乳牛改良の専門農協として、引続き乳牛の育種改
良の基礎となる登録事業や体型審査事業はもとよ
り、牛群検定や後代検定事業、更には自動登録同
時SNP検査を推進し、ゲノミック評価で得られた
データを基に効率的な改良を進めるとともに、乳用
牛の供給を基本とした市場流通事業に努めること
として、総体予算では、収入を ４ 億6,990万円、支
出を ４ 億5,990万円で計上し、当期剰余金を1,000万

円とする計画といたしました。
さて、当組合の主要事業であります2021北海道

ホルスタインナショナルショウの開催については、
本日、午前中の理事会において開催するか否かの
判断をする手はずでしたが、ご承知の通り北海道
における直近のコロナ感染者数は毎日400名を超え
ており、人口10万人当たりの感染者数は全国ワー
ストツー、しかも今は国からの緊急事態宣言が発
令されているさなかにあります。このような状況の
中で開催の可否について結論を出すことは適切で
ないと判断したところです。今後状況を見ながら十
分に協議し、できるだけ早い時期に最終判断をい
たしますのでご理解を賜りますようよろしくお願
い申し上げます。なお、開催可能と判断した場合の
基本的な考えとしては、コロナ対策として「規模の
縮小」「日程の短縮」「付帯行事の中止」そして出
品関係者のみによる「無観客開催」とすることは決
定しており、審査員につきましてはオフィシャル・
ジャッジとして帯広市の酪農家である野原幸治氏、
アソシエート・ジャッジとして㈱十勝家畜人工授精
所の児玉辰司次長に依頼しておりますのでご報告
いたします。

結びに、今年度も大変難しい状況下にあります
が、組合員の皆様方の酪農経営に十分活かせるよ
う実施可能な事業の充実に取組んで参る所存です
ので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上
げ、新型コロナウイルス感染症が一日も早く終息
し、安心して日常生活
が送れることを祈念し
ております。」と述べま
した。

続いて議事に入り総
会議長には昨年に続き
選出された中富良野町
の村山友希氏によって
議事が進行され、以下
の議案 ４ 件、報告事項
１ 件が可決、承認され
ました。

【議　案】
第 １号　�令和 ２ 年度事業報告書、貸借対照表、

損益計算書、附属明細書、剰余金処分
案の承認について

開会挨拶に立った山口組合長

議長を務めていただいた村山氏
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第 ２ 号　�令和 ３ 年度事業計画及び収支計画の設
定について

第 ３ 号　�令和 ３ 年度賦課金の賦課及び徴収方法
について

第 ４ 号　役員報酬の支給について
（報告事項）役員選任推薦委員について
　委員は以下の10名。
町村　均 氏　（石狩管内区域）
瀬能　剛 氏　（空知・留萌管内区域）
稲川利昭 氏　（上川管内区域）
高倉正志 氏　（後志・渡島・檜山管内区域）
溝口憲昭 氏　（胆振・日高管内区域）
山岸　均 氏　（十勝管内区域）
高松俊男 氏　（釧路管内区域）
山田光男 氏　（根室管内区域）
志鎌輝嘉 氏　（オホーツク管内区域）
鈴木義博 氏　（宗谷管内区域）

【令和 ２ 年度事業報告等】
基幹事業である日本ホルスタイン登録協会北海

道支局からの委託による登録事業ならびに市場・
斡旋の経済事業が順調に事業推進されましたが、
一方コロナ禍によりナショナルショウなどの改良
普及事業や指導調査事業での中止や変更により支
出が大幅に減少したこともあり計画を上回る実績
を上げることとなり、当期剰余金は1,021万円で、余
剰金処分について出資配当金を出資金の ３ ％とい
たしました。
【令和 ３ 年度事業計画】
令和 ３ 年度の重点事項
基本方針に沿って、乳牛改良専門農協として乳

牛改良を通して更なる酪農経営の支援と発展に役
割を果たせるよう次の事項を重点的に推進します。

（新型コロナウイルス感染症の発生状況を鑑み、理
事会で都度協議し、各事業の中止・延期・変更・縮
小など適正な措置と対応を図ります。）

１．�組合員協議会、海外及び女性研修会を通じて
事業への理解を深めるとともに、組合への加
入を促進し、組織の充実強化と時代に対応で
きる事業展開を図ります。

２．�2021北海道ホルスタインナショナルショウ開催
は、行政の指導を基に関係団体とも協調し感
染対策をしっかりと講じた中で、出品頭数を減
らし体型改良という所期の目的を達成するこ
とに照準を合わせた開催とします。（その後 ６
月開催の理事会で正式に中止を決定。5P参照）

３ ．�ゲノミック評価により効率的に改良速度を高め
ることができる自動登録同時SNP検査の普及
推進を図るとともに、還元情報の拡充と新たな
研究開発に努めます。

４ ．�JRL事業における「乳用牛生産性長命連産性の
遺伝改良研究事業」において耐病性・総合指
数・長命連産効果の開発を行い酪農家が求め
る還元情報が早期に提供できるよう努めます。

５．�登録の信憑性を保ち改良集団の維持を図ると
ともに、審査・検定・共進会賞歴等の成績が閲
覧できる RIUS（ライアス）及び交配相談並び
に近親交配回避システムの更なる普及に努め
ます。

６．�道内の乳牛改良推進体制を強化するため、北
海道乳牛改良委員会の構成団体として諸団体
と連携・協調を図ります。

【優秀牛群等の表彰】
通常総会に先立ち例年、「年度優秀牛群」等の表

彰を代表者へ授与しておりますが、昨年に引き続
き会場への出席を控えて頂いたため賞状、表彰楯
を送付させて頂きました。（表彰者は総会参考資料
の通り。）

【（一社）北海道ホルスタイン協会 令和 ３ 年度定時総会】
（一社）北海道ホルスタイン協会の令和 ３ 年度定
時総会は当組合の通常総会に引続き開催され、可
決に必要な書面議決書での賛成をいただき、理事
から提出された議案は原案通り可決承認されまし
た。

第 １号　�令和 ２ 年度事業報告書・収支計算書・
正味財産増減計算書・財産目録・貸借
対照表・公益目的支出計画実施報告書
の承認について
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第 ２ 号　�令和 ３ 年度事業計画及び収支予算の設
定について

第 ３ 号　�令和 ３ 度会費の賦課及び徴収方法につ
いて

第 ４ 号　役員の選任について
　選任された役員は以下の通り。

理
　
　
　
事

中田 和孝 氏 （石狩管内区域）
中川 尚人 氏 （石狩管内区域）
中嶋 隆司 氏 （空知・留萌管内区域）
長濵 秀人 氏 （空知・留萌管内区域）
上田 雅樹 氏 （上川管内区域）
影浦 義和 氏 （後志・渡島・檜山管内区域）
山口 一敏 氏 （胆振・日高管内区域）
小椋 茂敏 氏 （十勝管内区域）
松原 秀雄 氏 （十勝管内区域）
成田 純哉 氏 （釧路管内区域）
佐々木 信 氏 （根室管内区域）
山口 哲朗 氏 （オホーツク管内区域）
齋藤 眞澄 氏 （学識経験）

監 

事

花岡 正徳 氏 （胆振・日高管内区域）
武隈 昭博 氏 （根室管内区域）
澤田 礼二 氏 （宗谷管内区域）

【三役委員長会議・第13回理事会】
総会の前に開催した理事会では、新型コロナウ

イルス感染の急拡大を受け、ナショナルショウ開催
の場合の対策や開催方法が協議され、開催の可否
の最終判断を出来る限り早い時期に公表すること
が確認され総会に諮られました。

総会終了後再開された理事会では総会で承認さ
れました役員報酬額などについて協議、可決され
ました。

報告事項
１ ．前回理事会（4/28）後の主な処理事項
5/11　家畜市場運営協力委員会
　21　日ホ 決算監査会
　25　日ホ 第16回全共企画委員会第 １回検討会
　　　経済企画委員会
　26　三役・委員長会議

２．経済企画委員会の報告について
３．日ホ 決算監査会の報告について

協議事項
１ ．�2021北海道ホルスタインナショナルショウの開

催（案）について

２．�正副組合長、専務、正副委員長、理事の報酬
額について

　　�〈別途監事会を開催し、代表監事・監事の報酬
について協議・承認〉

３．�（公社）北海道酪農検定検査協会 任期満了に
伴う理事（任期 ２ 年）の選出・推薦について

４ ．余裕金の運用について
５．�第76回通常総会について（令和 ４ 年 ５月25日：

共済ホール）
６．次回委員会・理事会の開催について

【JHBS第50回定時株主総会】
子会社㈱JHBSの第50回定時株主総会は当組合

の理事会に引続き開催され、全取締役及び監査役
そして株主として組合の全役員が出席して行わ
れ、提出議案は原案通り可決承認されました。
第 １号　�令和 ２ 年度営業報告、貸借対照表、損益

計算書の承認について
第 ２ 号　利益処分（案）の承認について
第 ３ 号　�令和 ３ 年度営業計画（案）の設定につい

て
第 ４ 号　取締役及び監査役の報酬額について



5

ホルスタイン通信  2021 − 7

上昇中の近親交配のトレンド
2019年におけるホルスタイン種若雌牛の

近交係数の平均レベルは8.13％に達しまし
た。2010年以降に生まれた雌牛の近親交配

（近交係数）の増加率は毎年+0.25％でした。
その結果、ホルスタイン種は現在、国内の上
位 ４品種の乳用種の中で最も高いレベルの
近交係数となっています。ジャージー

（6.90％、+0.10％）、ブラウンスイス（6.85％、
+0.15％）、エアシャー（6.50％、+0.11％）の
３品種に加えて ４品種すべてで増加してい

ることは共通ですが、ホルスタインはグループの中
で際立って高くなっています（図 １を参照）。

Lactanet（訳注：カナダの乳牛改良組織）のデー
タによると、近交係数が １ ％増えると乳量、繁殖
力、長命性の低下によってその個体の生産寿命（ ４

～近親交配とハプロタイプを理解する～
カナダの報告から

血 統 登 録 の 経 済 的 利 益

最近の乳牛は体型よりも泌乳能力の改良が進んでいる
― 北海道の乳牛改良における現状と方向を探る ー

第75回通常総会を無事終了

2021北海道ホルスタインナショナルショウの開催中止を決定‼
　ナショナルショウの開催については、乳牛改良の停滞を避けるため ２年連続の中止を回避すべく、コロ
ナ禍にあっても開催可能なあらゆる対策を検討し準備を進めてまいりましたが、この度理事会を開催して
道内における現況（①感染力が強く重症化のスピードが速い変異株が主流となってきた。②ワクチン接種
は予定より遅れている。）等を鑑みて、出品者となる組合員と関係する皆様方の生命を第一に考え中止す
ることに決定いたしました。
　不安の中で開催するよりも、安全が確認され安心して開催できる来年に集中して、これからも日々の改
良に努めていただきたくお願いいたします。

ホルスタイン
エアシャー
ジャージー
ブラウンスイス

平
均
に
近
交
レ
ベ
ル
（
％
）

図 １ ．カナダにおける乳用品種の近親交配のトレンド

　登録から得られた家系図に記載されている情
報を使うことによって、血縁にある個体間または
劣性遺伝子を持つ個体間の繁殖を制限しやすく
なります！

　近親交配とハプロタイプは、今日の酪農業界におけるホットな議論のポイントであり、生産者が交配を決定す
る際に考慮すべきトピックスです。完璧な繁殖戦略は遺伝力の向上と近交係数の減少とのバランスをとることに
なります。近親交配は国内の乳牛遺伝子プール内の遺伝的変異を減らしますが、牛群の能力低下に大きな影響を
与える可能性もあります。今日、エリートの個体が次世代の若いA.I雄牛の生産に使われるにつれて、近親交配
の集団は着実に増加し続けています。より多くの生産者は、自らの牛群の雌牛とは血縁の無い興味深い種雄牛を
見つけるのが難しいと感じています。



6

乳期）の中で60ドルから78ドルの潜在的損失が発
生します。したがって、100頭の牛群では少なくと
も年間1,000ドルの損失になると見積もっています。
しかし、最近のカナダの研究では、DNAレベルで
近親交配を調査したところ、その結果はさらなる損
失を示しています。すなわち、近親交配レベルが
１ ％増加すると、生産量と繁殖力の低下により初
産時のたった一乳期で １頭あたり40ドル以上の損
失になることが分かりました。この情報を知ってい
ると、ホルスタイン種の近親交配率を減らすために
利用可能なツールを使用することが不可欠になり
ます。血統登録は血縁情報を維持し、近親交配率
の正確な推定値を提供するための主要なツールで
す。

登録とハプロタイプ
近親交配は登録情報が管理されている酪農業で

大きくなっている唯一の問題ではありません。ハプ
ロタイプは健全な繁殖戦略の一部として管理する
ことがますます重要になっています。これらは
HH1、HH2、HH3、HH4、HH5、HH6など（数あ
る中で）、遺伝学者が分離および特定することがで
きた様々な望ましくない遺伝的異常を引き起こす
DNAのある部分です。 ２ 頭のキャリア（保因牛）が
繁殖し、両方の親がハプロタイプを子孫に遺伝す
ると劣性遺伝形質が深刻な問題になります（図 ３を
参照）。平均的な牛群では、流産と子牛の早期死亡
によるコストとして、キャリア遺伝子あたり260ド
ルから340ドルの範囲のコストを生み出す可能性が
あります（訳注：日本では初生牛の価格が高いため
もっと大きな損失になります）。Lactanetの研究に
よると、一部の牛群では劣性形質および、またはハ
プロタイプのキャリアが20％を超えています。

HCDの例を見てみましょう。HCDはコレステ
ロール代謝異常症に関連するホルスタイン種特有

のハプロタイプです。このDNA鎖のコピーを ２ つ
持っている子牛の場合、生後 ６カ月で死に至りま
す。全体として、すべてのホルスタイン牛群の20％
でこのハプロタイプの頻度が ９ ％以下のであると
推定されていますが、一方19％以上が潜在的に
HCDキャリアである牛群も20％あります。した
がって、牛群内のキャリアレベルを知ることが重要
になり、生産者は自分の牛群の交配牛の選択に特
に注意を払う必要があります。（訳注：国内ではハ
プロタイプについては公表されておりませんが、
キャリア種雄牛の供用を避けることによって劣性
遺伝形質のホモ化を回避することができます。）

近親交配とハプロタイプを管理するための
ツールはあなたの掌中にあります！

簡単に言うと、登録は近親交配を管理すると同
時に、ハプロタイプや劣性遺伝形質を回避するた

登録の費用は（全国平均費用に基づいて）平均的
な牛の寿命で年間2.80ドルになりますが、登録の
ような小さな投資が牛群の収益性に大きな影響
を与えることにすぐに気付きます。登録された
ものは無制限の血統情報への扉を開き、その家
系の各個体から何十年にもわたり蓄積された
データへのアクセスを可能にします。

1%近交係数が下がる ⇓

2.80 ㌦ 
１年１頭当りの登録費用 9.10～11.40 ㌦ 

近交度１％上昇に伴う
１年１頭当りの損失

コストには個体の登録料金と会員会費が含まれる

HH1キャリア
H+H-

HH1フリー
H-H-

HH1キャリア
H+H-

HH1キャリア
H-H+

胚死滅
H+H+

HH1キャリア
H-H+

※この遺伝様式はホルスタインのすべてのハプロタイプや
　劣性遺伝に当てはまります。

図 ２ ．近親交配を避けるために登録を

図 ３ ．キャリア同士の繁殖の例
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めの正確な情報を提供するための重要なツールで
す。協会が提供しているCompassプログラム（訳
注：カナダホル協が提供している遺伝情報サービ
ス）は、牛群の劣性遺伝形質とハプロタイプを一覧
表示して管理し、それらの悪影響を監視するため
のもう１つの早くて簡単なツールです。

子牛を血統登録することは不可欠な出発点であ
り、ツールでいっぱいの道具箱にアクセスするため
の鍵です。一度かけた登録費用は一生涯有効で、多
くの利益をもたらします。近親交配、劣性遺伝子お
よびハプロタイプによる損失を減らすことにより、

登録を通じてもたらされる金銭的利益は、遺伝的
改良およびトレーサビリティ・システムを通じてす
でに牛群が得ているサービスからのまさにその利
益とともに、重要なものになります。
登録すると血統登録簿に貴重な情報が追加さ

れ、牛群の根本部分に直接貢献します。より多くの
情報は常により良い結果につながります！
【カナダホルスタイン協会機関誌：
� info Holstein Jan./Feb.2021より】
� （訳：JHBS本部長 藤澤）

わが国の乳牛改良は1996（平成 ８ ）年以降NTP
を利用し選抜を行ってきました。現在のNTP2015
は空胎日数と泌乳持続性に対する重みを加え2015

（平成27）年に改正されたものです。NTPの見直し
に際しては泌乳能力（具体的には乳脂量と乳タンパ
ク質量）に対する重みを70％以上とし、一貫して泌
乳能力の改良を重視してきました。しかし、北海道
の酪農家が本当に泌乳能力の改良を重視している
のか、また今後も泌乳能力重視の改良方針でよい
のか、近い将来のNTP改正に備え酪農の現場の実
態を確かめておく必要があります。
日本ホルスタイン登録協会は（公財）全国競馬・

畜産振興会（JRL）より補助を受け2020年から ３ 年
計画で「乳用牛生産性長命連産性の遺伝
改良研究事業」を実施し、NTPを見直す
ための基礎分析を行っています。今回は
この事業でNTPの見直しを検討するに
当たり、特に北海道の酪農家がどのよう
な形質をどの程度重視して改良してきた
のか、その足跡を辿ってみたいと思いま
す。なお、今回の調査には、泌乳能力と
体細胞スコア（SCS）に関して（公社）北
海道酪農検定検査協会が、その他の形質
に関しては日本ホルスタイン登録協会北
海道支局が遺伝評価した育種価を利用

しました。

どの形質の改良が進んでいるか
図 １には1980（昭和55）年以降に生まれた雌牛

の乳量、乳脂量、乳タンパク質量および無脂固形
分量における遺伝的トレンドを示しました。それぞ
れの形質の改良傾向を同じグラフ上で比較するた
め、各形質の遺伝的トレンドは標準化育種価

（SBV：Standard Breeding Value）を使用して図
示しました。例えば、乳脂量と乳タンパク質量の育
種価は同じkgの単位で表示されていますが、乳タ
ンパク質量の育種価は乳脂量のそれと比較し数値
の大きさやバラツキが小さいことから、見かけ上は

～近親交配とハプロタイプを理解する～
カナダの報告から

血 統 登 録 の 経 済 的 利 益

最近の乳牛は体型よりも泌乳能力の改良が進んでいる
― 北海道の乳牛改良における現状と方向を探る ー

第75回通常総会を無事終了
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図 １ ．�乳量、乳脂量、乳タンパク質量および無脂固形分量における雌牛の
遺伝的トレンドの比較
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乳脂量の改良が進んでいるように見えま
す。
しかし、ある年次に生まれた雌牛の平

均育種価をゼロとし、それらの育種価を
バラツキ（育種価の標準偏差）で割るこ
とにより、図示した ４ 形質の遺伝的トレ
ンドを比較すると、急速に改良が進んで
いる形質が乳脂量ではないことに気付き
ます。
このような標準偏差を使用した変換方

法を標準化と言います。なお、線形式体
型形質の通常見ている遺伝評価値は各
形質を比較できるように育種価をSBVに
変換して表示しています。図 １の遺伝的トレンドは
1980年生れの雌牛の平均育種価をゼロとし、2015
年生れの雌牛の育種価の標準偏差で割った値を使
用しました。育種価の標準偏差は2015年生れの雌
牛集団を使用していますが、強い選抜下では遺伝
的バラツキが徐々に小さくなることが理論的に知
られています。しかし、バラツキの変化は極めて小
さいので、最近の遺伝的傾向を比較する場合には
あまり気にする必要はありません。

乳タンパク質量の改良が進んでいる
さて、前置きはこれくらいにして図 １の説明に戻

りますと、1980（昭和55）年における各形質の平均
SBVをゼロにして比較した場合、乳量は1980年代
において ４ 形質の中で遺伝的レベルが若干高かっ
た時期がありましたが、1980年代後半には乳脂量
に追い抜かれました。乳タンパク質量は1990年代
初期から改良速度が上昇し、1990年代末には乳脂
量の遺伝的レベルを追い抜き、これら ４
形質の中で最も遺伝的レベルが高い形
質になりました。開発当初からNTPは乳
タンパク質量の重みが大きく、北海道の
酪農家がNTPで種雄牛を選抜している
と考えれば、乳タンパク質量の改良速度
が他の泌乳形質と比較して速いことが
納得できます。
また、2015（平成27）年頃からごく最

近の遺伝的トレンドを見ると、泌乳形質
の改良速度が弓なりに上昇しているよう
に見えますが、この傾向については後で
詳しく見ていきたいと思います。

乳成分率もわずかだが改良している
図 ２には乳成分率の ３ 形質における雌牛の遺伝

的トレンドを示しました。乳脂率の遺伝的トレンド
は1980（昭和55）年から1995（平成 ７ ）年頃まで
上昇しますが、その後はほとんど変化が見られな
いまま推移しています。一方、乳タンパク質率と無
脂固形分率は1980年代に一時的に低下しました
が、その後は上昇を続けています。
このように1980（昭和55）年と比較した場合、す

べての乳成分率の遺伝的レベルは上昇しました
が、SBVの縦軸の範囲を図 １と見比べると乳成分
率の遺伝的変化は乳量や乳成分量と比較して非常
に小さいことがわかります。

近年、生産寿命の改良速度が急上昇
図 ３には体細胞スコア（SCS）、泌乳持続性およ

び生産期間84の遺伝的トレンドを示しました。縦軸
の表示範囲からもわかるように、これら ３ 形質の生
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図 ２ ．�乳脂率、乳タンパク質率および無脂固形分率における雌牛の遺伝的
トレンドの比較

図 ３ ．�体細胞スコア（SCS）、泌乳持続性および生産期間84における雌牛の
遺伝的トレンドの比較
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年に対する変化量は泌乳形質の半分程度また
はそれ以下に過ぎません。1980（昭和55）年か
ら2018（平成30）年までの泌乳能力の改良量は
0.15/年（乳脂量）から0.20/年（乳タンパク質
量）の範囲にありますが、SCSと生産期間84の
改良量はそれぞれ0.01/年と0.08/年しかありま
せん。図 ３の中で最も大きな改良量が得られた
生産期間84でも乳脂量の改良量の半分程度で
した。泌乳持続性は2015（平成27）年に改正さ
れたNTP2015に初めて組み込まれた形質です
が、乳量との間に低い正の遺伝相関があるの
で、泌乳形質の選抜とともに2015年以前から
徐々に改良されてきたと考えられます。
生産期間84は泌乳期間を月齢で表示した生

産寿命の長さを示す形質です。なお、84ヵ月齢以
上牛群に在籍した雌牛は一律84ヵ月齢までの泌乳
期間を当てはめたので生産期間84と呼びます。生
産期間84の遺伝的トレンドは2010（平成22）年頃ま
で徐々に上昇していましたが、それ以降1.5倍以上
の速度で改良が進んでいます。近年における生産
寿命の改良速度が上昇した背景には2009（平成21）
年に（独）家畜改良センターが在群期間（HL）の
育種価を公表したこと、2013（平成25）年の長命
連産効果やゲノミック評価の実用化が影響してい
ると考えられます。

SCSの遺伝的トレンドが減少を始めた
SCSの遺伝的トレンドは1980（昭和55）年から

2010（平成22）年頃までゆっくりと上昇していまし
たが、2010年代に入りようやく減少に転じました。
SCSは2010（平成22）年からNTPに追加された形
質であり、この頃からSCSの低い種雄牛が積極的に
選抜され、SCSの改良量が減少の方向に転じたも
のと考えられます。
なお、SCSと乳量との間には初産の記録で低い正

の遺伝相関が存在しますが、 ２ 産および ３ 産にな
ると負の遺伝相関が強くなるという特徴がありま
す。今回の調査で使用したSCSの育種価は ３ 産ま
での記録を利用して推定されたものですが、（独）
家畜改良センターから公表されている初産記録の
みから推定されたSCSの育種価と比較すれば遺伝
的トレンドが若干異なるかもしれません。

体型では大型化への傾向が続いている
図 ４には体型得点形質として体貌と骨格、肢蹄、

乳用強健性および乳器、さらに体の大きさの変化
を見るために線形形質の高さの合計 ５ 形質につい
て遺伝的トレンドを示しました。高さは2000（平成
12）年頃から改良速度が上昇し、 ５つの体型形質
の中で最も改良が進みました。ただし、大型化は生
産寿命の短縮を招くとの研究報告がり、体高の上
昇が必ずしも望ましい改良とは言えないでしょう。
高さは遺伝率が0.50程度あり非常に遺伝的な形

質です。しかも体貌と骨格と体高の間には正の遺
伝相関が存在するので、高さの改良に反応して体
貌と骨格の遺伝的トレンドもゆっくり上昇しまし
た。乳用性に関係する乳用強健性や鋭角性は泌乳
能力と正の遺伝相関があり、1990年代には泌乳能
力の改良とともに高さよりも改良量が得られたこ
ともありましたが、最近になると乳用強健性や鋭角
性の上昇傾向が停滞するようになりました。
乳器の遺伝的トレンドも年次を通して上昇して

いますが、近年になり改良速度が特に急上昇して
います。 ５ 形質の中で最も改良スピードが遅い形
質は肢蹄であり、ごく最近は若干低下しているよう
に見えます。

繁殖性の改善が見えてきた
図 ５には繁殖性の遺伝的トレンドを示しました。

繁殖性に関連する形質はたくさんありますが、いず
れも遺伝率が低く改良が難しいという弱点があり
ます。しかも、繁殖性は乳量や乳成分量との間に負
の遺伝相関が存在するので、泌乳能力に対する選
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図 ４ ．�体貌と骨格、肢蹄、乳用強健性、乳器および高さにおける
雌牛の遺伝的トレンドの比較
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抜集団では繁殖性が低下するという現象が認めら
れます。しかし、繁殖性の育種価が公表されること
で、供用可能種雄牛の中には泌乳能力と繁殖性を
同時に改良できるものも存在することがわかって
います。2014（平成26）年に（独）家畜改良セン
ターから初回授精受胎率や空胎日数の育種価が公
表されましたが、すでに北米から泌乳能力と繁殖
性を同時に改良できる種雄牛の精液が輸入されて
いたこともあり、2000年代に入ると繁殖性の遺伝
的低下が抑制されるようになり、ごく最近になると
繁殖成績が改善される兆しが見え始めています。

ゲノミックで改良は進んでいるか
日本のゲノミック評価は2013（平成25）年から

始まりました。ゲノミック評価に利用するSNP情
報は娘牛情報の代わりになることから、SNPの情
報量を補充して育種価の信頼度が向上します。
理論的には特に、父牛サイドの世代間隔の短縮
と選抜の正確度の向上によって雌牛集団の改良
が進むと言われています。そこで、図 ６にはゲノ
ミック評価値が公表された2013（平成25）年を
境にその前後に生まれた各々６ 年間の雌牛の年
当たり改良量をSBVにより表示しました。なお、
蹄の角度など中等度が望ましい形質は改良方向
の説明が難しいので、ここには示していません。

改良量の上昇は泌乳形質・繁殖・生産寿命
乳量と乳成分量のすべては2013（平成25）年を

境に改良量が1.3倍から1.9倍の範囲で上昇し、４ 形
質の中で無脂固形分量が最も大きな改良量を示し
ました。乳成分率の改良量は2013（平成25）年以
前と比較し2.7倍（乳脂率）から17倍（無脂固形分
率）の範囲で上昇しました。繁殖性は次に改良量
が顕著に上昇した形質であり、2013（平成25）年
以前と比較し、空胎日数は12倍の速さで短縮、授
精回数も5.7倍の速さで減少し、初回授精受胎率と
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図 ５ ．繁殖性の関連形質における遺伝的トレンドの比較

図 ６ ．ゲノミック評価が公表された2013年以前と以後に生まれた各 ６ 年間の雌牛の遺伝改良量の比較
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分娩後90日の受胎率がそれぞれ3.6倍と11倍の速さ
で上昇しています。体細胞スコアも2013年以前と
比較し ４ 倍の速度でマイナス方向への顕著な改良
量が認められるようになり、乳質についても遺伝的
な改善が見られました。

生産寿命の改良量はゲノミック後、1.4倍上昇
生産期間84の改良量も上昇していますが、2013

（平成25）年以前と比較して1.4倍程度に留まってい
ます。泌乳能力がまだ低かった頃は生産寿命と泌
乳能力の間に正の遺伝相関が存在していました
が、泌乳能力の改良とともに最近では徐々に負の
遺伝相関が明確に推定されるようになりました。そ
れゆえ、泌乳能力の改良量が上昇する一方で、生
産寿命の改良量が抑制されているのではないかと
推察されました。

気質の改良量が2013（平成25）年以前と比較し
て ３ 倍程度に上昇していますが、飼養規模の大型
化や搾乳施設等の機械化・自動化にともない、温
和で飼い易い雌牛への積極的な選抜が始まったの
かもしれません。今後さらに改良量が増えるかまた
は一時的な傾向だったのか注視したいところです。

ゲノミック以降、体型の改良量は鈍化
一方、体型形質の多くは2013（平成25）年以前

と比較して改良量の低下が見られました。特長と
しては体貌と骨格、頭・前中躯、高さ、胸の幅およ
び体の深さのような体の大きさに関係する形質の
改良量が低下しています。この現象は大型化がま
だ進んでいますが、減速し始めていることを示唆し
ています。ここで、頭・前中躯と尻（後躯）という
聞きなれない ２ 形質がありますが、これらは体貌と
骨格を採点する時に審査委員が ２ つの部位に分け
て審査しているので、今回はこれらの情報も分析
に加えました。

乳用性に関係する乳用強健性や鋭角性、肢蹄に
関係する肢蹄（得率）や後肢後望の改良量は2013

（平成25）年以降、改良量が低下するか改良量がほ
とんど得られない形質もありました。また、乳房に
関連する形質のほとんどが2013（平成25）年以前
と比較して改良量が低下しています。特に乳房の
懸垂は2013（平成25）年以降ほとんど改良量が得
られていません。これは搾乳ロボット等の普及に

よって左右の乳頭の配置が接近するリスクを回避
するため、意識的に選抜を緩めているのかもしれま
せん。

2013（平成25）年以前よりも改良量が増加した
体型形質は蹄踵の厚さ、乳器および乳房の深さな
ど数えるほどしかありません。蹄踵の厚さの改良量
は2013（平成25）年以前の改良と比較し、顕著に
厚くなる傾向が見られました。

お わ り に
北海道の酪農は、つい最近まで後継者不足や甚

大な自然災害などに見舞われ生産基盤の弱体化が
懸念されていましたが、2018（平成30）年度以降
は都府県に先駆けて確実に生乳生産量が回復し増
産基調に転じました。そして2020（令和 ２ ）年度に
はメガファーム（年間乳量 １千トン以上）が １千戸
の大台を超え、ホクレンの生乳受託量は史上初の
400万トンを超えました。北海道における増産の大
きな要因としては性選別精液の活用に加え畜産ク
ラスター事業の積極的な参加による飼養環境の効
率化や規模拡大等が挙げられますが、遺伝的改良
による泌乳能力の向上も忘れてはいけません。どん
なに飼養環境が整備されても、潜在的な泌乳能力
の向上がベースにあってこそ実際の乳生産量が期
待できるからです。
北米の研究によると、ゲノミック以後の改良量が

ほとんどの形質で大きく上昇していると報告され
ていますが、北海道におけるゲノミック以後の状況
は乳量や乳成分の改良や繁殖成績の改善が促進さ
れる一方で、体型の改良スピードが低下する状況
が見えてきました。このような遺伝改良の傾向は、
生乳生産の基盤強化のため、すぐにでも増産が可
能な泌乳能力や繁殖性の改良が優先した結果が原
因ではないかと推察されます。一方、長期的な生乳
生産の維持を考えた場合は、育成期の管理費や飼
料代を回収し、収益が得られるまで高能力を維持
し産次を重ねながら泌乳を続ける雌牛集団が必要
になります。そのためには泌乳能力に加え、機能的
体型、繁殖性および疾病等の生産寿命の延長に影
響を及ぼす形質につても計画的に選抜を加えるこ
とができるようNTPの見直しを行なう必要がある
と推察されます。

� （登録部改良課審査役：河原）
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未経産牛GNTP上位200（2021年５月追加牛）
独立行政法人家畜改良センターから、未経産牛 531 頭のゲノミック評価成績の追加計算が提供されましたので、2021-2 月公表分に追加し
再度ランキングされた上位 200 相当の未経産牛を掲載します。

順位 登録番号 総合指数 名　　　号 所有者
9 1572875270 +3,605 RE プロミス アナーニ ラダー セカンド ET 福島県 独立行政法人　家畜改良センター
17 1397629898 +3,477 BRF ウレシイ ステラ サラダ 美瑛町 株式会社　ベイリッチランドファーム
26 1644009619 +3,414 グリーンスター Mガード バナラー 標津町 郷野　由継
32 1473117233 +3,391 ハツピーライン ビツグ チエツクアウト ET 上士幌町 吉田　智貴
40 1453517794 +3,315 オムラ ストーン ハート ステラ 枝幸町 小椋　義則
47 1485117191 +3,285 MS トリプル パイン モントーヤ ピゲロ ET 鶴居村 松下　雅幸
53 0871236669 +3,250 SEA-LAKE JOC エンデバー クレープ 湧別町 株式会社　SEA-LAKE
55 1605804543 +3,244 デイベロツプ ブラバゾー プリン 0454 ET 美瑛町 株式会社　稲川牧場
63 1452018520 +3,218 シヤインスター ジヤマルコ エナジー ET 浜中町 田村　智弘
65 1429318127 +3,207 マイエンフエルト ライン アーデルハイド ET 湧別町 片岡　康太郎
71 1572875256 +3,186 RE プロミス アナーニ ラダー ET 福島県 独立行政法人　家畜改良センター
75 1540414258 +3,181 イーグルヒル ピヴオタル パオ ET 浜中町 高岡　翔
92 1485117146 +3,146 MS トリプルバイン モントーヤ ビゲロ ET 鶴居村 松下　雅幸
95 1485117207 +3,143 MS トリプルハイン モントンヤ ビゲロ ET 鶴居村 松下　雅幸
114 1583512706 +3,095 プラムオーチヤード デクラン ブリリアン ET 日高町 梅村　義郎
129 1631922716 +3,073 Gシユタイナー ホツトジヨブ SH フローラ ET 標津町 おおいし牧場　合同会社
131 1589713572 +3,068 エンドリツチ ウエルカム アルタグロー ET 天塩町 遠藤　潤一
155 1605804703 +3,039 デイベロツプ ジヤマルコ マツトクレスト 0470 ET 美瑛町 株式会社　稲川牧場
174 1631922761 +3,017 Gシユタイナー ジヨブ SH ビアンカ ET 標津町 おおいし牧場　合同会社
181 1572875089 +3,008 RE リゼル リフイー エンデバー ET 福島県 独立行政法人　家畜改良センター
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日本国内で初めて新型コロナウイルスによる感
染が報告されたのが昨年の １月16日。当時はこん
なにも感染が広がり、猛威を振るうとは思ってもい
ませんでした。最近は身近なところにも感染の影が
迫る中、我が家は自分たちの身を守る為にも旅行
や外食などはしないようにしています。ただ、今ま
で普通にできたことが出来ないというのは中々心
が滅入ってくるものです。
そんな中、 ５月26日テレビを見ていると、「今夜

はスーパームーンで皆既月食」のニュースが。皆さ
んご存知だとは思いますが皆既月食は、太陽と地
球、月が一直線に並ぶ満月の時に起き、地球の影
の当たった月が赤黒い赤銅色に見える現象です。
皆既月食自体は ３ 年ぶりとそんな珍しいものでは
ありませんが、地球と月の距離が最接近して月が
一番大きく見えるスーパームーンでの皆既月食が
観測できたのは約24年振りだといいます。
逆に、太陽、月、地球の順に並んだ時起きるのが

日食です。日本では部分日食が2019年 １月、金環日
食が2012年 ５ 月に観測されています。前回の金環

日食のとき私は楽しいキャンパスライフを送る大
学生で、朝の ８時にもかかわらず太陽が欠け、周り
が薄暗くなっている様は、不思議な光景で感動し
たことを覚えています。

話しを戻して、結局のところ皆既日食を見ること
が出来たのかというと、観測できる時間に家の窓か
ら外を眺めると月は雲に覆われ見えるのは真っ暗
な空のみ・・・。息子は早々とテレビで流れている
ウルトラマンを見始める始末。

今回の皆既月食は何とも言えない微妙なオチで
終わりましたが、次に観られるスーパームーンでの
皆既月食は12年後の2033年10月 ８日だそうです。
今は我慢の時ですが、その頃にはホルスタインが
さらに改良されて素晴らしいナショナルショウが
開催され続けていることを期待したい。

今しかできない貴重な体験はこれからも沢山あ
ります。この自粛しなけれ
ばならない状況が少しでも
早く収まり、仕事でも私生
活でも良い刺激ある日常に
戻ることを切に願う今日こ
の頃です。（RK）


